
「京都における伝統の継承 と生成」 を現場(フィ ルド)の語 りか ら学ぶ

一 フ ィール ドワーク基 礎演 習 の試 み 一

やまだようこ ・地見元博 ・日根野健 ・張貞京

発達教育論 基礎ゼミの概要

やまだよ うこ

発達教育論分野では、現場心(フィ ルド)理学の方法論を特色にしてきた。最近、フィール ドワークは多 く

の学問分野 において重視 されるようになった(Atkinson,R.1998,Glaser,B.G.,&Strauss,

A,L.1967,佐 藤1992,須 藤1996,高 橋他1998,箕 浦1999,や まだ1997な ど)。教育学では、

文献中心の研究と現場の実践研究が乖離する傾向が強かったので、現場(ブイ ルド)から学びっっ学問として

立ち上げていくフィール ドワークの方法論が待望される。心理学においても、自然科学的な実証

的方法の精緻化にともなって、生態的妥当性に疑問がある研究や、細分化され型式化されすぎた

統計的分析に疑問がもたれるようになった。 しか し、従来は観察法、実験法、調査法、面接法の

みが教えられてきており、フィール ドワークの方法論や安定的データの分析方法は体系立てて教

育されてこなかった。 フィール ドワークの基礎演習においては、今後、どのようなカリキュラム

を組み、何を基礎 として教えるのかという方法論目体の整備が必要であろう。

教育方法学基礎演習では、1999年 度か ら〈発達教育論 基礎ゼミ〉として新規にフィールドワー

ク実習の半期授業を開始した。本報告は、その最初の試みである。この授業 は、「フィールドワー

クKYOTO一 伝統の継承と生成」というテーマで、京都の伝統を支え、伝え、創り、育てて

いる人びととのインタヴユーを通 じて、実際に研究 しなが ら方法論を学ぶ実習として計画された。

この授業の全体像にっいては改めて詳 しい報告が必要であり、本報告は、そのアウトライツ にす

ぎないが下記にオ リエンテーション資料の一部をあげておきたい。

フ ィー ル ドワ ー クKYOTO一 伝統 の継 承 と生 成

京 都 の伝統 を支 え、伝 え、創 り、育 て てい る人 ぴ ととの対話

〈発達教育論 。基礎ゼミに参加されるみなさんへのメッセージ〉

「発達教育論 ・基礎ゼミ」では、今年から新 しく 「フィールドワーク 京都」 というテーマで
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発足 します。 このゼ ミでは、現場(フ ィール ド)心 理学の方法論を学 びなが ら、京都 に生 きる人

び ととの対話 を深 めて い く作業(ワ ーク)を して いきたいと思 います。市井 に生 きるひ とりひ と

りの人 びとが、す べて私 たちの教師です。彼 らの 「生の声」 に耳を傾 け、その人生の物語 を聴 き

取 ること、 そこか らは書物だ けで は得 られ ない 「生 きた言葉」 か ら魂 をゆさぶ られ るよ うに して

学ぶ ことが できるで しょ う。

フ ィール ドワークの合 い言葉 は、 コ ミュニ ケー シ ョン(communication)、 コ ミッ トメ ン ト

(commitment関 わ り ・参加)、 コ ミュニテ ィ(community文 化 的 ・歴史 的遺 産 を共 有す る

地域共同体)で す。 どの言葉 にも含 まれ る 「CO-」 は、「common(共 同 の)」 を意味 します 。 ひ と

りひと りが発す る個別のオ リジナル な 「声」 を大切に しなが ら、それを多声化 して織物 に してい

く共同生成作業をす ることが当面の 目標です。

〈 日常生活か ら 「問 い」 を発す ること〉

学問 とは、「問 うて学ぶ もの」で あ ります。学問 にとって、 もっとも大切 な の は、 答 え を出す

ことよ りも、問 いを発す ることです。問 いの出 し方によ って、答 え方 が決 ま って くるか らです。

今 まで、正解を出すための勉強(強 いて勉め ること)は トレーニ ングされて も、「問いの立て方」

を学ぶ機会 は、あ まりなか ったので はないで し ょうか。

フィール ドワー クの方法 論に とって重 要なの は、まず、「問い」 を立 て ることで す。 それ は、

日頃当た り前 と思 って何の疑問 も感 じないでい る日常生活 、ふ だん何 げな く見過 ごして い る人間

行動を改めて見直 し、「あれ?」 「ここに、 こんな ものが?」 と気づ くこと、「ど うして?」 「なぜ?」

と不思議 に思 うことか ら始 まります。

以上の ような、問いかけか ら授業 が始 ま り、カ リキュラムは、以下の ように組 まれ た。

カ リキ ュ ラ ム

1ゼ ミのオ リエ ンテー シ ョン。 テーマ探索 。

「京都の伝統 はどのよ うな人 び とによ って継承 され、生成 されて いるか」 ブ レー ンス トー ミ

ング。〈 個入活動〉 情報収集。

2各 自の情報収集結果 の発表。班構成。

〈班 活動〉大 きなテーマの設定。

3フ ィール ドワークの方法論1

問 題の立 て方(講 義)。 〈班活動〉 テーマ と目的 の討論。

4研 究計画。

〈班 活動〉研究計画 の作成。 目的 ・方法 の具体化。

5フ ィール ドワー クの方法論2

現場 を見 ること ・聴 くこと(講 義)。 〈班活動〉 方 法の具体化 ・イ ンタ ヴュー相 手先 との

交渉 。
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6フ ィール ドワークの方法論3

インタヴューの しかた(講 義)。 〈班活動〉 研究計画の完成 ・インタビ3の 実施。

7デ ータ分析の方法論1

語 りのテクス トを読むということ:一 次データから二次データへ(講 義)。〈班 ・個人活動〉

インタビューの実施。イ ンタビューの言語化(テ ープ起こし、一次データ:プ ロ トコル ・テ

クス ト作成)。

8デ ータ分析の方法論2

何を意味ある語りとして選択するか?:二 次データからカー ドへ(講 義)。 〈班 ・個人活動

〉インタビューの実施。インタビューの言語化。二次データからカー ドへ。

9デ ータ分析の方法論3

発想法とKJ法 。 発表 レジメ ・報告書 ・論文のまとめ方(講 義)。 〈個人活動〉二次 デー

タからカー ドへ。

10デ ータ分析の方法論4

KJ法 実習(補 講 一 日集中実習)。〈個人活動>KJ法 図解完成 と考察

11デ ータ分析の方法論5

KJ法 図解による結果と考察の発表(各 自のKJ法 図解発表と討論)。 〈班活動〉各班の発

表 レジメ作成(A4,8枚)。

12研 究発表会(各 班の発表と討論)。

(13班 の全体報告書、および個人報告書の提出。報告書の添削、修正。)

(14班 の全体報告書完成。お礼のあいさっ)

この基礎ゼ ミには、学部2,3回 生の他に、大学院博士後期課程の院生 もア ドバイザーとして

参画した。「自己がよりよく学ぶためには、他者に教えてみよう」という、実践的 ・共同生成的

学び論をもとに、学部生は 「研究方法」を、院生は 「『研究方法』の教育方法」を、相互 に共同

生成的に学ぶ体制をとった。班 は各 自の関心によって、5班 に分かれた。各班のテーマと構成は

以下のようであった。

1班 和菓子における伝統の創造 ・引継 ・伝達

小澤美穂 ・中島理恵 。新井亮介 ・藤野友紀(院 生)

2班 町家に住む人々の生活 一住あば都の家意識

大島利美 ・遠藤真紀 。相川崇 ・小島安紀子 ・やまだようこ(教 官)

3班 時代とともに生きる先斗町

相川睦子 ・門田久美子 ・新里真世 ・保坂裕子(院 生)

4班 学生街で喫茶店を続 けるということ

吉田昭子 ・矢島修 ・松本学 ・田垣正晋(院 生)
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5班 お寺における世代の継承一過去から現在、現在から未来へ一

地見元博 ・日根野健 ・張貞京(院 生)

半期の実習としては過密スケジュールで、課題が多々あったが、学生、院生 ともに参加意欲が

高く、熱心に演習に参画 した。各班、いずれも力のこもった報告書が提出された。以下に掲載す

る報告書は、5班 のもので、学生か ら提出されたものに、やまだが手を加えて編集した。1例 で

はあるが報告書を読んでいただ くことで、ゼミの内容が具体的に理解 していただけると思 う。ゼ

ミは始あたばかりで試行錯誤 も多 く、未熟で反省点も多いが、批判や意見を賜 り、より良いもの

にしていきたいと願 っている。
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発達 教育 論 ・基礎 ゼ ミ

お寺 に お ける世代 の継承 一過去 か ら現在 、現 在 か ら未来 ヘ ー

5班 地 見元 博 ・日根野 健 ・張 貞 京(院 生)

1は じめ に

教育方法学基礎演習〈発達教育論 基礎ゼミ〉において、私たち学生に課されたテーマは 「京

都の伝統を次の世代へ受け継いでいく働きと、伝統を受け継ぎなが ら新たに生成 し育てていく働

き、その両方の働きのダイナミックスを、具体的なインタヴューを通 じて考えること」であった。

このテーマに取 り組むにあたり、ある寺の住職にインタヴューを依頼することにした。この方

を選んだ理由としては、京都生まれ京都育ちで、古 くか ら存続する寺の住職であったため、京都

の伝統にっいて伺うには妥当と考えたからである。「京都の伝統」や 「伝統の継承」を意識 して、

5班 では、次のような目的を設定 した。

「特にお寺における世代の交代(先 代→自分、自分→跡継ぎ)に 関する個人史 ・意識に注目し、

一個人としてのお坊さんが、お寺で今まで築かれてきた慣習、人間関係などをどのように受容 ・

理解 し、何を次世代に残そうとしているのかを知る。」

2方 法

聞き手の一人が個人的に知っていた寺の住職、Xさ んにインタヴューを電話で依頼 した。了解

を得た後、日程等を調整 しインタヴューを実施 した。インタヴューの前に、最低限質問したい事

項を質問シー トに記入 して持参 した。また、インタヴューの内容 は語 り手の許可を得てDAT

(DigitalAudioTape)で 録音 した。

〈聞き手>

1)名 前(所 属)地 見元博(京 大教育学部3回 生)・ 日根野 健(2回 生)

2)調 査年月日1999年11月22日3)場 所Xさ んの寺(京 都市)

4)時 間9時50分 ～11時30分

く話し手>

1)年 齢41歳2)性 別 男3)身 分 ・職業 寺の住職

経験年数 住職になって4年 、 修行年数30年 程度4)出 身地 京都市

〈インタヴューの方法>

1)イ ンタヴューは、主に地見が行 う。必要に応 じて日根野が補足を行 う。

2)録 音DATを 使用。

3)質 問の順番は特に設けず、細かい質問をこちらか ら提示す ることを避ける。できるだけ大き
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な質問を投げかけて自由に答えてもらう。そこで十分聞き尽 くせなか ったことにっいて、聞き手

の側か ら細かく質問していく。

4)あ らか じめ準備 した、おもな質問事項は下記のようであった。

① 子どもの時に他の子どもと違うなと感じたことがあれば聞かせて ください。

*生 まれてから今までのことについて聞かせてください。

*兄 弟はいますか?

*後 継ぎを意識し始めたのはいっくらいですか?

② 今の仕事を継ぐときの苦労にっいて教えてください。

*檀 家まわりなどについて教えてください。(どのような檀家さんが多いですか?檀 家 さ

んは時代とともに変わっていっていますか?後 継ぎを した時に檀家さんの目は気になり

ましたか?)

*先 代(e親?)を 意識 しましたか?

*修 行はどのようなものでしたか?

'
*大 学などではお寺についての勉強などをされていたのですか?

*先 代からお寺を継 ぐときに難 しいことはありましたか?

*檀 家さんとの信頼関係を築 くのは難 しかったですか?

*今 は信頼関係がどの檀家さん とも結べているのですか?

*そ の他の苦労

⑧ 現在の生活で苦労 していることや充実 していることにっいて教えてください。

*仕 事を通 しての喜びがあれば教えてください。

*仕 事を通 しての苦労はありますか?

*お 寺の仕事以外にもなにか活動を していますか?

*お 弟子さんはいますか?

*寺 の伝統 ・歴史のなかで自分の果たす役割を意識 していますか?

④ これからお仕事を次の世代に継がせていくことに関 してどうお考えですか?

*次 の世代に引き継 ぐことにどんな苦労があるのでしょうか?

*次 の世代にも残 したいもの ・ことはありますか?

*変 えていきたいもの ・ことはありますか?

3イ ン タヴ ュー分 析 の結果

インタヴューの分析は以下の手順で行 った。録音 したテープ(ロ ー ・データ)を 、会話プロト

コルに逐語記述 して一次データを作成 した。逐語記録をさらに、一文章ずっに分解して二次デー

タを作成 し、二次データの中か ら重要と思われるものを選んでカー ド化 した(三 次データ)。 そ
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して、三次データのカー ドを用いて、KJ法(川 喜多1967)に よって分析 した。

以下はKJ法 によって分析 したXさ んの語 りとその説明である。下線部は、全体を意味づける

大きい表題である。前半部A・Bは 日根野、後半部C・D・Eは 地見が分析 した。以下の記述は、

Xさ んの語りをもとに構成 した。ただし、()部 分は、分析者の解釈である。

<前 半部>

A.長 男に生まれてから子ども時代を経て、お寺を継 ぐまで

長男である(す べてのはじまりは長男に生まれたということである。)

檀家回 りを父と一緒にした

父親と一緒に檀家回りなどをするようになったのは、小学校4年 生からである。衣を着て回る

ところなど見 られるのは恥ずか しかった。 しか し、一方で檀家さんに小さい頃からかわいがって

もらったことが、後継ぎをする上で非常に重要であった。(後述するように、Xさ んは特に違和

感 もなくスムーズに後継ぎを した。小さい頃か らこのような活動があったからではないかと考え

られる。)

子どものころ、寺の子どもということで周囲の子どもから(悪 い意味で)特 別扱いされるとこ

とはなく、特に違和感もなかった。これには一っエピソー ドがある。小学校のときに校長先生が、

生徒たちの前で 「(丸刈 りをしていたことに関 して)彼 はお寺の子で、こういうことやか ら、す

ごい、えらいことなんや」 と説明した。(こ のことが少なか らず他の子どもたちに影響を与えた

のではないか。また、Xさ んにとっても印象深かったようである。)

Xさ んはこのエピソードに関して、障害者の問題を大人が子どもに説明することの大切さを強

調 し、さらに同和問題 ・人権問題にっいても話が広がった。後者にっいては、(お 坊 さんの)研

修会でも必ず1教 科入 っているそうだ。実際、仏教の世界で も差別戒名が問題になった。(Xさ

んは、そういう人権問題などに対 しても強い問題意識を持 っている。)

(跡を継 ぐのに)違 和感はなかった

Xさ んは、仏教系大学卒業後、日曜 日や盆 ・彼岸の行事のときなどに寺を手伝いながら、会社

に16年勤めた。4年 ほど前に父親が亡 くなられたので仕事を辞め、寺を継いだ。

寺を継 ぐ準備をしないうちに、父親が亡 くなると大変である。Xさ んの師匠がそのような状況

だ ったらしく、師匠はXさ んに同じ思いをさせたくないということで、小学生か らときどき父親

の付き添いをさせていた。 このおかげで檀家さんはXさ んを小さい頃か ら見ており、父親の跡を

継いだときには、特に違和感はなか った。

B.受 け継 いだ 「思い」 ・伝えたい 「思い」

思いを受 け継ぐ

Xさ んは先代の 「思い」を大切に思っている。一緒に活動 したことを通 して、寺や青年会の先
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代の思いが伝わっている。「それを受け継 ぐ義務がある」 と考えている。 これ は教え込 まれたも

のではないが、見ていて感 じたことである。そしてそれを次の世代へと伝えていきたいと意識 し

ている。先代がっ くった基盤を大切にして活動を続けることが大切である。何かの活動を新しく

はじめることも、それを存続させていくことも、とても難 しいことである。

会長としての個性

Xさ んは現在(青 年会の)全 国の会長と都市の会長を している。(会長としてのXさ んの考え

は)、ワンマンであってもいけないが、一方で個性的なところも出していかないといけない。

Xさ んが大切にしていることは、若者の意見に耳を傾けることである。40代 くらいの人に囲ま

れると、20歳 くらいの人たちは萎縮 してあまりしゃべらない。そこで、小グループで話 し合った

り、居酒屋などの場で話 し合 うようにしている。意見を出しやすい状況を作 ると、若者 も意見を

言ってくれるか らだ。そういう意見をXさ んがうまく拾い集めるようにしている。

人が好き

小さいときか らXさ んの周 りには、いっも人がいた。子 どものころ、家にはたくさんの人がい

た(お 手伝いさんやお じいちゃんおばあちゃんなど)。そういう環境のなかで育 ったか らか、集

まってイベントや何かをすることが好きである。(そ ういうXさ んが大切にす るのは、人とのっ

きあい ・縁 ・共感である。)お 坊さんは人に好かれなければならない。Xさ んの父親 は、檀家

さんと仲良 くすることを大切にしていた。父親は、ただお経を読んだりお葬式をしたりす るだけ

なのではなく、人間と人間のつきあいをとても大切にしていた。そのひとっの表われとして新年

会がある。他のお寺ではあまりやっていないことで、Xさ んの父親が始めた。以下に、その語り

を引用する。

「檀家さんとは、『うちのおっさん、お経下手や』、『お話も下手や』、でもやっぱり檀家さん、

人に好かれる、『うちのおっさんやないと、あかんねや』 って言われるようにな らんとあかんか

な、て思います しね。」

他にも、なぜXさ んのお寺にその墓があるかは分か らないこともあるが、それもやはり何かの

縁でっながっていると考えている。

また、人に共感 してその人のたあに何かをしてあげることを大切にしている。同情は絶対にで

きない(し てはいけない)が 、同情ではない共感は大切にしている。そしてその人のために何か

をしてあげることは、結局いつか自分にも帰 ってくる。

これに関 しても一っエピソー ドがある。インタヴューの前 日に亡 くなられた方がいた。その方

は名古屋に住んでいるが、その方が亡 くなられたら行 くと約束 したので、それを守るたあ、イン

タヴュー後、Xさ んは名古屋に向かわれた。そして、仕事で も友達関係で も、自分が暇なときに

何か してあげるのは誰でもできることだが、 自分が忙 しいときに(忙 しいときだか らこそ)「 そ

の人のために」 という思いで行動することを大切に考えている。
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〈後半部〉 現在の仕事 とそれに関わることへの意識

インタヴュー後半では、Xさ んの現在の仕事についての姿勢やこれからの展望、 さらに後継者

の問題などにいて伺 った。Xさ んは現在、お寺の仕事はもちろんのこと、宗派の青年会(こ の青

年会に参加 しているのは、同じ宗派の住職を務めるお坊さんや、その他僧籍を持っ人々)の 会長

として、 日々様々な活動をされている。

C.青 年会に関わる仕事

青年会の活動をできるだけ多 くの人に知らせたい

会長として様々な活動の出発点として、「できるだけ多 くの人々に青年会の活動を知 って もら

いたい」「参加 してもらいたい」 と考えている。青年会の会員には、寺の住職だけでなく、会社

員もいれば、大学生 もいる。それぞれの会員が忙 しい中で、何とか会に対 して興味を持ち、参加

してもらいたい。宗派に関係 している人々にも情報を発信 し、青年会に関心を持って欲 しい。

「『あ、青年会がんばっとんなあ』なんかそういうね、思いも伝えたかったし。」

会報を読みやすいものに変えたい

上に述べた 「多 くの人に知 らせたい」との思いか ら、Xさ んは青年会の会報に着目した。会報

は、以前からあったが、あまり読みやすいといえなかった。今では紙面は、コンピューターで自

在に構成できる。 そこでXさ んは、会報に青年会の独自色を打ち出す ことを思いっいた。各寺

院に置いて、思わず手にとって 「あ、何やろ一、面白いやん、これ。へ え一」「読んでみようか

な」 と見てしまうような会報を作ろう。そして出来上がったのが、普通の寺では見かけない、斬

新な構成の会報であった。

テーマを持 った会報作りなどの活動

会報作 りで工夫を凝 らしたのは、視覚的な構成だけではなく、内容面でもテーマ性のある特集

を組むようにしたことである。また、連載記事を充実させて、次の号まで読者の興味を引きつ け

るなど、「考えるだけタダ」という考えで、積極的に今までなかったアイデアを取 り入れている。

「仏教系の青年会でこれだけの会報作ってんの僕は自慢 してんねやけど、これだけ作ってると

こはないと思 う。」

青年会の活動としてイベントの主催なども行っているが、その場合も 「テーマ」に重きを置い

て考えている。たとえば、「行動を起こしてみないことには反応はないよ」ということから、「打

てば響く」 というテーマでイベントを開催 した。そのとき、テーマに沿ったトークだけでなく、

「打って響かせる」ために、パーカッション奏者を招いて演奏会を開くなど、常 にユニークな発

想で活動 している。

青年会の役の忙 しさ/重 要性

青年会の仕事は、非常に忙 しいが、Xさ んは、その重要性を大きく自覚しているので、多 くの

仕事や役を持っている。
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D.お 寺にまつわる仕事 ・課題

気分を転換するためのお寺という 「場」

この寺は、繁華街から近 く、常に喧燥 と隣り合わせになっているからだろうか、Xさ んは 「場」

としての 「お寺」のあり方に非常に興味を持 っている。にぎやかなところだけに、本堂に入るま

でに、気分を転換する必要性を感 じている。Xさ んは本山の大 きなお寺を例にとって、次のよう

に語っている。

「山門入る。石畳がず一っと敷いてある。だんだん入 っていって、木が植わ ってて、 もみ じと

かね、あって、だんだん気持ちが落ち着いていって、ず一っと行って、また中門っていう門があっ

て、入 ったら本堂行くまでに回廊があってね、お浄土を表 してあるんですけど も、だんだん気持

ちが、落ち着いてきて、お勤め、手合わす。」

また、お香を焚 くことにも、気分を落ち着かせてお寺という雰囲気を出す効果があると考えて

いる。このような一連のプロセスが自分のお寺にも必要だとXさ んは感 じている。

このよう 「気分を転換させる 『場』の演出」という考えの集約が、次のような言葉であろう。

それは、ア ミs‐ ズメントパークのア トラクションのごとく、一連の 「流れ」 といった ものを重

視 しっっ、日常 と違 った世界へと、人々を導いていくという考えである。

「ア ミューズメントパークなんですよね、はっきり言うたら。」「その、やっぱりね、 トリック

やと思うんですよ。」

来てもらいやすいお寺作 り

上記のような考えのもとでは、お寺を改修 していくことも必要となる。Xさ んは、檀家さんに、

お寺に気軽に来てもらうためにも改修を行った。本堂に椅子を用意して、正座がっらいお年寄り

でも正座せずに済むようにしたり、建物の中の移動をバ リアフリーにする、などの工夫を した。

他にも、家族構成の変化に伴って小規模な改修をしたり、宗派開祖の○○年忌にあわせて老朽化

した寺を改修するなど、建物の修理 ・改造は、Xさ んの寺 に関する問題の中で、少なからぬ部分

を占めている。

跡継ぎなどの問題

a .基 本の考え

「お寺について、何か大変だと感じてらっしゃる問題はありますか」 との問いに対して、Xさ ん

は 「お寺のことだけやったらそんなに問題ないんですよ。」と答え られた。建物の改修の問題に

ついて先程の項で述べたが、これにっいても大規模な改修 はすべて、宗派開祖の何百年忌など、

一っの区切りにあわせて行われる法要のある年にあわせて行 うため、予定が見通せるので心配 し

ていない。

b.跡 継ぎにっいて

跡継ぎにっいては、今年からお盆の檀家回りを手伝 ってくれる人がおり、あまり心配はしてい

ない。 しか し、寺では大 きな行事のある年があらか じめ分か っているため、計画を立てられるも
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のにっいては、予定をきっちりと立てて準備を進め、万が一計画途中で何かが起こった場合にも、

誰かに引き継いでもらえるようにしておきたい。

E.「 今」を支える根本的な意識

Xさ んのお話の中か ら、様々な話題に共通する、いくっかの 「思い」をあげることができる。

その 「思い」の根本的な意識を端的に表す言葉をひろってみよう。

「出会いは大切に」

Xさ んは、お寺の住職という仕事にっいて、人と出会える、ということを 「この仕事をやって

いて良かった」と思える点にあげた。また、以前会社勤めのとき、営業の仕事などで様々な場所

を訪れ、たくさんの人と出会い、話をする機会を持ったことが、非常に勉強になったと感 じてい

る。また、常に 「死ぬまで」勉強になることがあり、勉強に終わりはないという。

「最後はなるようにしかならない」

跡継 ぎなどの問題に関 しては、既に述べたように、計画的にできることはきっちりやりたい、

と考える一方で、最後はどうなるかわからないとも考えている。それ以外の問題にっいても、 こ

れか ら大変なことはあるかもしれないが、何が大変になるかはよくわからないと思っている。そ

して、最終的には、なるようになるものだから、すべて阿弥陀様にお任せするという信仰に行 き

着 く。

4イ ンタ ヴ ュー分析 結果 の考 察

目的に即 して、インタヴ3結 果分析を考察する。 目的 は、「特にお寺における世代の交代

(先代→自分、自分→跡継ぎ)に 関する個人史 ・意識に注目することで、一個人としてのお坊 さ

んが、お寺で今まで築かれてきた慣習、人間関係などをどのように受容 ・理解 し、何を次世代に

残そうとしているのかを知 る」 ことであった。

前半部から、まず、「お寺における世代交代(先 代→自分)」 を考えてみたい。Xさ んは子ども

のころから一緒に檀家回りをしていたが、それが世代交代を非常にスムーズにさせたと考えられ

る。突然先代が亡 くなったときに何の準備 もしていなければ、当然あせ らなければならない。檀

家さんにとっても、急にほとんど面識のない人が檀家回 りにくるのでは違和感があるだろう。と

ころが、 このXさ んの場合には、檀家さんが受容的であったし、Xさ ん も今まで築かれてきた檀

家さんとの人間関係を戸惑 うことなく受容できた。これ くらいに入念な下準備を しておけば、お

寺にける世代交代 もスムーズに行くということだろう。

次に、「お寺で築かれてきた慣習 ・人聞関係の受容 ・理解」に関してである。 この寺では、他

の寺ではあまり見 られない新年会が開かれる。この新年会は先代がはじめたものである。先代の

人間関係を大切にする思いが、今の住職であるXさ んにも伝わっている。Xさ んは、先代に引き

一92一



続いて新年会を毎年開催 している。そして単に新年会という形式を受け継 ぐだけにとどまらず、

先代の人間関係を大切にする思いをもXさ んが受け継いでいることがわかる。

もうひとつ見落とせないのは、青年会の会長として若者の声に耳を傾けなが ら、若者の意見を

取 り入れながら、新 しいものを作っていこうという意欲である。

以上から、Xさ んが次の世代に何を残そうとしているかが見えて くるように思う。すなわち、

「人間関係を大切にする思い」である。

後半部では、主に現在の仕事にっいて、「青年会」 と 「お寺」の2っ に分けてXさ んの考えを

整理 してきた。そして、その中で浮かび上がってきたものが、第3の 「根本的な意識」 としてと

らえられる部分である。 この意識は、大きく分けて二っの信念 「なるようになる」「出会 いを大

切に」からなっていると考えられる。そしてこれが、現実の問題に対するXさ んの行動 ・考えの

基軸をなしていると思われる。

まず、第一の信念にっいて、考えてみよう。お寺に関する問題、特に跡継 ぎに関する問題は、

まだXさ ん自身の年齢か ら考えても具体化する段階にはない。 とは言え、ここまで 「あまり大変

だとは思わない」と言い切れて しまうのは、やはりその背後に、「最後はなるようにしかならな

い」「仏様にお任せ」 という信仰が強くあるか らではないのだろうか。自然体で、非常 に柔軟に

考えていることがわかる。また、現在まで大きな問題が起 こっていないことで、「最後 はなるよ

うになる」という自然体の姿勢が、より一層確信を持 って、Xさ んの中で強まっているようにも

感じられる。この 「なるようになる」という姿勢が、第一の信念だと考えられる。

第二の信念は、「出会いを大切に」である。「お寺」「青年会」どちらにも共通 していたXさ ん

の言葉に、「できるだけ多くの人に来てもらいたい(参 加 してもらいたい)」があった。以前の会

社勤め時代を振 り返った時にも、「出会い」が重要な経験 として大きな位置を占めていた。 この

「出会い」 は、現在の仕事においても、大きな原動力となっているようである。

青年会の活動の場合、会長に就任 して、「なるべ く多 くの人たちに青年会に興味を持ち、参加

して欲しい」と思った。そ して、どうすれば会の活動に興味を持 ってもらえるかを考えて、たど

り着いたのが、青年会会報を刷新 し、テーマを持ちっっ斬新な活動をす ることだった。

また、お寺の場合、「出会い」 はふたっの反対方向の活動になった。一方では、「檀家さんに気

軽に来てもらえるようなお寺作り」 という観点から、お年寄 りにもやさしい設備の改良を行った。

その一方、「ア ミューズメントパーク」や 「トリック」 と言う言葉に象徴されるよ うに、 日常 と

違 う、気分を転換すべき 「場」 としてお寺を演出するという考えが生まれた。

以上から、現在の活動を支える意識として 「出会いを大切に」という信念があると思われる。

実際に 「出会い」を重視 しながら活動をすれば、そこで新たに得ることのできた 「出会い」の魅

力によって、より一層次の 「出会い」を求あることになり、それを大切にしようとする思いをさ

らに強めていくことであろう。
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5ま とめ

以上、Xさ んへのインタヴ1を 、内容から前半と後半に分けて分析と考察をした。その結果、

Xさ んに一貫して語 られた、一つの思いが明 らかになった。それは、「人との出会 い、人間関係

を大切にす る」ということである。その思いは、前半部では、新年会に代表されるようなお寺で

の人間関係のあり方や、宗派の青年会での会長としての姿勢に現れた。後半部では、青年会での

具体的な活動方針や、多 くの人にきてもらうための 「場」 としてお寺を演出するという考えとし

て語 られた。

インタヴューを実施する前、私たちは先代、あるいはそれより前から脈々と受 け継がれている

ものとして、 もっと具体的で形式的なものを想定していた。例えば、お寺の建物、様々な年中行

事や、それを行 う際の細かな作法・手順などである。 しか し、意外にもそ うで はなか った。 それ

は先代から続 く 「人間関係を大切にする思い」だった。これは今や住職 自身が大切にしている思

いでもある。 もちろん、お寺の形式的な伝統を軽視 しているのではない。しかしそれ以上に大切

に意識 していたのは、人間関係を大切にする思いであったということだ。このことは私たちにとっ

て非常に印象深かった。

現代の日本で生活 している私たちは何を大切にしているのだろう。「大切な ことは、お金で も

学歴でもな く、自分の したいことをすることだ、自己実現だ」という話はよく聞 く。 しか し今回

のインタヴュー後、いっの時代にも大切にされるのは、「人間関係を大切にする思い」すなわち

「人間に対する慈 しみの心」なのかもしれないと思った。

「自分の したいことをする、自己実現する」などという考えに共通するのは自分への思いであ

る。住職が先代から受け継いだ 「人間関係を大切にする思い」は、逆である。他者への思いであ

る。そう考えてもう一度インタヴューを振 り返 ってみると、住職の言葉は他者への思いにあふれ

ていた。 このインタヴ3一 を通 して 「人間に対する慈 しみの心」が、いっの時代にも通用する、

とても大切なものだと気づかされた。

6お わ りに 一授業 の感想(日 根 野 健)

「伝統」 とは何だろうか。他の班の発表を聞いていても、「これが伝統」というものは、 ひと

ことで言えなかったように思 う。伝統は、私たちのなかで確かなイメージとして存在するが、そ

の実体はよ く分からない。

私の考えはこうだ。伝統といわれるものには、ある程度固定 した何かがある。お寺、和菓子、

町家など、確かにある程度固定的な実体が存在する。それ らには、私たち日本人が共有 してもっ

ている 「伝統」というイメージがあるのではないだろうか。例えば、日本のことを何も知らない

外国人が 日本のお寺を見たとして も、きっと伝統を感 じることはないだろう。日本の文化の中で
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生活 し、次第に伝統というイメージを共有するようになっていくのではないだろうか。

住職へのインタヴューは、授業をさておき、自分自身にとって非常に有意義であったと思う。

先代の思いを受け継ぐこと、人との縁を大切にする生きかた、身近な人でこのようなことを意識

している人はなかなかいないと思 う。そのようなことについて考えてお られる住職の話は、私に

とってとても新鮮で印象深かった。

インタヴ3一 を通して一っのテーマに切りこむことの難 しさを知った。テーマにっいての考え

をインタヴューを通して引き出していくわけだが、インタヴューで分かるのは結局氷山の一角に

しかすぎない。何十年 もの時を生きていくなかで、少 しずっ少 しずっできあが っていく考えとい

うのは、その人の人格(ひ とりの人間としての総体)と は決 して切 り離されるものではなく、理

解するのが非常に困難である(厳 密に考えれば不可能であろう。)そ の人のほんの一部を拾 って

その人を理解したかのような気になって しまってはいけないと思った。

今回、KJ法 を使って住職へのインタヴューを処理 し、 この論文が完成 した。 しか し作業の間

ずっと私が考えていたのは、本当に住職の考えをきちんと理解 してこの報告を書いているんだろ

うか、ということである。授業であるか らしかたがないことか もしれないが、私のような若造が、

何十年もの苦労を経て来 られたかたの考えをまとあて、 このような論文にして しまうことは傲慢

ではないかと感 じた。

また、問いをたてることの大切さと難 しさにも気づかされた。まず大切なのは、いろいろなこ

とに疑問を感 じることである。そしてその疑問を明らかにするために、たくさんの問いをたてる。

問いの立て方によって、その答えも自然と規定されていく。どの問いを選ぶべ きなのか、小さな

ことのように見えるがとても大切なことである。今後は、問いの立て方を意識 していろいろな課

題や問題に取り組んでいきたい。

発想法としてのKJ法 の素晴らしさも知 った。最初はKJ法 の良さなど分からずに、「面倒だ」

と思 っていた。ところがいざ作業をはじめてみると、その良さに気付かされた。同じひとっの資

料でも、今まで自分の中にあった枠組みとは違 った見方で見ることができ、その資料の別の面に

気づくことができた。発想法 としてのKJ法 の威力を実感できたことは良い経験だった。

この授業は、 しなければならないことが多 く非常に負担であった。 しかしそれだけに得 るとこ

ろも多かった。後半、時間がなく、他の班の発表を十分に検討できなか ったことが残念だった。

一年間かけてもいい授業だと思 った。とにか くいろいろなことを学べた良い授業だった。
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して青年会の会報 もご提供いただ きました。また、ご家族の方には、突然お邪魔 したにもかかわ

らず、快 く迎えていただきました。未熟な文章ゆえに、Xさ んにとっては不快に感 じられるとこ

ろもあろうかとは思いますが、その点はなにとぞご容赦下さい。やまだようご教授、そ してア ド

バイザーである張さんをはじめとする大学院生の方々には、いろいろとご指導いただきました。

報告書の最後になりましたが、お礼申 し上げます。本当にありがとうございま した。
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